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実践報告
理科の教職志望の学生を対象とした 
実践的な指導力を高めるための試み（Ⅱ）
（学生達の中高生時代の経験と自己評価結果との関連）
荘司 隆一
要旨：東京理科大学理工学部（野田キャンパス）で、筆者が担当している理科教育論の授業では、教員
が実験をしてみせたり、学生が生徒実験の準備を含めた模擬授業をおこなったりして、実践的かつ協働的
な学習をすることを試みている。その内容について、昨年度の紀要では 2017 年度前期の実践を中心に報
告した。15）今回は、同じく 2017年度後期の実践と学生へのアンケート結果を報告する。
授業内容に関して、「興味が持てたか」、「教職に就くうえで役にたちそうか」など 5 つの観点で評価さ
せるアンケートを実施した。その結果は、次のようになった。
・理科教育論 2（後期）の授業に対する学生へのアンケートの結果、「教職につくうえで役に立つか」と
いう観点での評価は、概ね良好であり、教職科目の授業としては良い回答結果であった。
・学生達が調べ発表するスタイルの「高校理科の内容調査」の評価があまり高くなかった。
・学会・研究会の紹介についても、評価はあまり高くなかった。
・学生たちによる模擬授業は、前期同様、比較的評価が高かった。
　また、2017 年度前期および後期における学生達へのアンケート結果について、中高生時代に受けた授
業との関連について考察を加えた結果、次のことが明らかになった。
・前期におけるアンケート結果では、中学校での生徒同士の話し合いの授業の経験の有無が、理科教育論
の多くの授業の評価と正の相関を示している。
・これとは反対に、中学校での実験の経験の有無が、理科教育論の「実験指導（電気分解）」、「実験指導（ば
ね、でんぷん）」、「水質調査」など実験・実習に関わる授業の評価の授業評価と負の相関を示している。
目新しさに欠けたということかもしれないが、逆に言えば、経験のない学生達にとっては評価が高かった
ということでもある。
・後期におけるアンケート結果では、負の相関が目立つが、特に「化学のデモ実験」が中学校での実験の
経験と負の相関が大きい。前期の実験・実習に関わる授業の評価と同様、目新しさに欠けたということか
もしれないが、これも逆に言えば、経験のない学生にとっては評価が高かったということでもある。
これらの結果を参考にしつつ、今後も授業を改善していきたいと考えている。
キーワード：理科教育　　理科実験の指導法　　能動的な学習
1　はじめに
周知のように、平成 29 年に中学校の新学習指導要領が告示され、続いて平成 30年には高等学校の新学
習指導要領が告示された。今回告示された中学校の学習指導要領の理科は、内容項目的には現行のものを
ほぼ踏襲したものになっているが、指導方法に関しては、実験・観察、そして探究の過程をより一層重視
理工学部 教養
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している 1-3）。高等学校の学習指導要領の理科も、内容項目的には大きな変更はないものの、指導方法に
関して重要な提案がなされている。7-9）
このような情勢の中で、教育現場に臨んだ新任の教員が、できるだけ速やかに望ましい理科の授業がで
きるようになるためには、学生のうちから、導入、発問、板書などの基本的なスキルを磨いておくととも
に、実験・観察の指導の準備および授業を模擬的に実施したり、自分が調べたことを発表したり、話し合
いによって課題を解決していく経験を学生達自身が持つことが重要であると考える。
一昨年度から、東京理科大学理工学部（野田キャンパス）にも理科実験室が開設されたことを受け、筆
者の担当する理科教育論の授業では、教員が実験をしてみせたり、学生が生徒実験の準備を含めた模擬授
業をおこなったりして、実践的かつ協働的な学習をすることを試みている。その内容について、昨年度の
紀要では 2017年度前期の実践を中心に報告した。今回は、同じく 2017年度後期の実践を中心に報告する
とともに、2017 年度前期および後期における学生達へのアンケート結果について、中高生時代に受けた
授業との関連について、考察を加える。
東京理科大学理工学部（野田キャンパス）では、理科の教員免許を取得できる学科として「物理学科」
および「応用生物学科」があり、それぞれの学生に対して、免許取得のための必修科目である「理科教育
論 1」（前期）および「理科教育論 2」（後期）が設けられている。月曜日 5 時間目には、主に物理学科の
学生対象のクラスが、木曜日 5 時間目には、主に応用生物学科の学生対象のクラスが設けられている。
2017 年度後期の履修者数は、月曜日 12 名、木曜日 15 名であった（前期の履修者数は、月曜日 12 名、木
曜日 19 名）。
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表 1　2017 年度 理科教育論 2シラバス
1 後期オリエンテーション・理科の教材研究
理科の授業をする上で、必要不可欠な教材研究について、その方法を知る。
2 演示実験の効果的な活用
理科の授業における効果的な演示実験の活用方法を知る。
3  視聴覚教材の効果的な活用
理科の授業における効果的な視聴覚教材の活用方法を知る。
4 高等学校理科（物理基礎）の内容と指導法
高等学校「物理基礎」についてその内容を知り、指導するうえでの留意点を学ぶ。
5 高等学校理科（化学基礎）の内容と指導法
高等学校「化学基礎」についてその内容を知り、指導するうえでの留意点を学ぶ。
6 高等学校理科（生物基礎）の内容と指導法
高等学校「生物基礎」についてその内容を知り、指導するうえでの留意点を学ぶ。
7 高等学校理科（地学基礎）の内容と指導法
高等学校「地学基礎」についてその内容を知り、指導するう国際での留意点を学ぶ。
8 高等学校理科（科学と人間生活）の内容と指導法
高等学校「科学と人間生活」についてその内容を知り、指導するうえでの留意点を学ぶ。
9  理科の学力調査・国際調査
理科の全国学力調査について、その出題の意図を理解し、めざすべき授業のスタイルを探る。また、国際
調査の結果を概観し、日本の理科教育の特徴を知る。
10 理科クラブ・自由研究などの指導、校外施設の利用
授業以外での活動の指導方法について考え、「理科課題研究」についても、その意義を知る。また、博物館
などの校外施設の利用について考える。
11 理科の指導案作成の仕方について
理科授業の様々なスタイルに応じた指導案を知るとともに、作成の仕方について学ぶ。
12 理科の指導案作成と模擬授業(1) 
指導案を作成し、相互に検討する。
13 理科の指導案作成と模擬授業(2) 
 模擬授業を行い、意見交換をする。
14 理科の指導案作成と模擬授業(3) 
模擬授業を行い、意見交換をする。また、教育実習の心構えをつくる。
15 理科に関する教育行政および理科の教育研究
 「理科振興法」、「理科支援員」など、理科に関連する制度を知り、有効な活用法を考える。また、理科教
関係の学会や研究会について知るとともに、生涯にわたって学び続ける心構えをつくる。
2　授業のシラバス
2017 年度後期の理科教育論 2 のシラバスは表 1 のとおりである。実際の授業は、表 1 のシラバスに基
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づいて、表 2のように実施した。その内容については、これまで本学だけでなく他大学で同種の授業を担
当してきた教員の著作物なども参考にしつつ、国立大学附属学校で長年にわたって教育実習生指導を担当
してきた自分の経験による知識を加味し、また本学の施設などの諸事情を考慮しながら構成している。4-7,11）
3　学生の自主性・主体性を伸ばすための工夫（能動的な学習へと導く試み）
近年高等教育においても、学生を能動的な学習へ導くことが重要であるとされ、そのための方略もいく
つか提案されている 7-9）。理科教育論の授業では、オリエンテーションの時に授業の方針として、次のこ
とを示している。
・ 毎回、授業の終了時に、感想、質問などを書いた短い文章を書いて提出（数行程度）。
・ 自分の知っていることや、調べたことを説明するような活動を随時取り入れる。同時に、他人の話を
聞き、他人の言おうとしていることを把握する練習もする。
・ 話し合ったり、協力しあったりといった協働（協同）的な学習もおこなう。
この方針は、理科教育論 1（前期）、2（後期）共通であるが、これらは将来教職に就く学生にとって必
要な基本的スキルを磨かせるためのものであり、さらに能動的な学習へと導くことにもなろうかと思われ
る。このような方針のもとに、表 1に示したシラバスを、諸事情を考慮して表 2のように修正し、後期の
授業を実施した。この詳細について以下に紹介する。
①　学習指導要領　小中高の比較
 　小学校から高等学校までの理科のカリキュラムを、ある程度知っておくことは、現場で授業をする上
で大変役に立つ。はじめに小中高の理科の目標を並べてみることで、表現は多少異なるものの、そこに
は小中高を通じて一貫するものがあることを認識させた上で、高等学校学習指導要領解説に記載されて
いる、「エネルギー」、「粒子」、「生命」、「地球」の 4つの柱ごとの、小学校から高等学校「物理基礎」、
「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」までの内容の構成表を示した。これは後に、高等学校理科の内
容調査をする上でも参考になる。
②　理科の教材研究
 　知識があれば授業ができるというわけではなく、どのように教えるかということも含めたものが教材
研究であり、また授業の中で取り上げる内容以外の知識も深めておくことの有用性について説明した。
また、理科の場合、実験・観察の予備実験は、重要な教材研究の一環であることを強調した。
③　授業の基礎技術
 　「導入」、「発問」、「板書」、「話し合い指導」など授業を行う上での基礎的な技術について、具体的な
例を示しながら解説した。また、自分達の中高生時代を思い出しながら、効果的な板書とはどのような
ものかを考えさせた。このようなときには学生同士を話し合わせると、他人の発言が刺激となって、過
去の記憶がよみがえったりすることもあり、効果的である。13）
④　全国学力調査・国際学力調査
 　全国学力調査がスタートしたのは 2007 年であるが、理科は 3 年に 1 回の実施であるため、学生達は
小中学校入学年度の違いにより、必ずしも全国学力調査を受けていない。そこで、2015 年の全国学力
調査の中学校理科の問題を解いてもらった。中学校の内容とはいえ、不得意分野だと解けない問題もあっ
たということで、採用試験対策の勉強の必要性を痛感させたり、また前期に指導した「探究の方法」が、
調査問題に色濃く反映されていることに気づかせた。また、国際調査として PISA や TIMSS の紹介を
したあと、調査結果を示し、どのように解釈するか考察させた。
⑤　実験・実習の安全指導
 　理科の実験・実習における安全指導について、前期の授業（水質調査や模擬授業）を思い出しながら
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話し合わせた。また、学校現場の実験場面の写真を示し、予測される事故について考えさせた（危険予
測）。
⑥　教員が行うデモ実験（実験アラカルト）
 　主体性を重視した授業が重要であるとはいうものの、高等学校での理科の授業は、講義中心の授業の
割合が多くならざるを得ないであろう。そのような場合、単調な話ばかりの授業では、生徒たちは飽き
てしまう（眠くなってしまう）であろうことは、学生の立場でも容易に想像がつく。彼等はしばしば、
いわゆる「授業のネタ」を求め、インターネットで調べたりしている。
 　講義中心の授業においては、デモ実験こそ理科の授業ネタの真髄であると筆者は力説している。教室
でもできる簡単なデモ実験は、通常の「理科教育論」の授業の中でも機会あるごとに見せているが、理
科実験室にある器具を使って、定番の実験（主に物理関係）を学生に見せた。
⑦　高等学校理科の内容調査（7回目～ 10 回目）
 　高等学校理科基礎科目の教科書を参考にして、その内容について調べ、レポート用紙数枚程度にまと
め、発表することを課題とした。方法は前期の中学校理科の内容調査と同じである。
 　1 コマの授業の中で、複数の学生が発表をし、それぞれの発表に対し質疑応答を行うが、司会進行を
学生にやらせた。将来、生徒が発表をするような授業や行事があったときには、このときのことが良い
経験になるであろう。
⑧　化学のデモ実験
 　筆者の専門が化学であるということで、少々高度な技術を要するデモ実験を見せた。例えば、広口の
集気瓶に水素を集め、スタンドにさかさまに固定する。その瓶の中に火のついたローソクを入れると、
酸素がないためにローソクの火は消えるというような、あまり見たことがないであろうと思われるよう
な実験を行って見せた。学生達が興味を示したことは、授業中の手ごたえからも感じられるし、後のア
ンケート調査の結果にも表れている。
⑨　模擬授業
 　講義を中心とした模擬授業を実施した。学生達は 4回の「内容調査」と 2回の「模擬授業」からどれ
か 1つを選ぶようにした。
⑩　学会・研究会の紹介
　将来教員になってからの自己研鑽のために、教育関係の学会・研究会の紹介をした。
⑪　理科教育の歴史・これからの理科教育
 　前期は第二次世界大戦後の理科教育の変遷について触れたが、後期は江戸時代から日本および欧米の
科学史について示し、江戸時代から海外からの影響が大きかったことを示した。14）
⑫　ミニッツペーパー　
 　前期同様、毎回の授業の終了時に、短い文章を書かせ提出させた（本講義ではこれをミニッツペーパー
と呼ぶ）。後期に入ると、やや手を抜く学生もあり、対策を検討している。
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表 2　理科教育論　実施した授業の内容
回数 内容 場所
1 オリエンテーション
2 理科の教材研究
3 学生の分担決定 授業の基礎技術
4 デモ実験アラカルト 化学実験室
5 「科学技術と人間」の内容 （荘司）
6 実験等の安全指導 学力調査等
7 「物理基礎」の内容（発表）
8 「化学基礎」の内容（発表）
9 「生物基礎」の内容（発表）
10 「地学基礎」の内容（発表）
11 化学 デモ実験 化学実験室
12 模擬授業（講義スタイル）
13 模擬授業（講義スタイル）
14 理科教育研究
15 理科教育の過去と未来
4　学生へのアンケート結果と考察
前期と同様、後期の授業終了時に、学生に対してアンケート調査を実施した。アンケート項目は大きく
2 つに分かれ、前半は自分の中学校・高等学校時代の理科の授業に関すること、後半は後期の「理科教育
論 2」の授業に関することである。
以下に、質問と回答結果を記す。なお、アンケート用紙については、最後に資料として掲載する。（回
答数、月曜クラス 12名、木曜クラス 15名）
［中学校・高等学校での理科の授業について］
設問 1　中学校では、実験・観察（生徒実験）はどのくらいありましたか。
設問 2 　中学校では、実験・観察（生徒実験）の結果や調べたこと、考えたことなどを発表する授業は、
どのくらいありましたか。
設問 3　中学校では、グループの中で話し合いをするような授業は、どのくらいありましたか。
設問 4　中学校では、クラス全体で話し合いをするような授業は、どのくらいありましたか。
設問 5　高校で選択した理科の授業では、実験・観察（生徒実験）はどのくらいありましたか。
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表 3　回答集計結果 1
設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5
週に 1 回以上 2 3 4 2 1
月に 2～3 回程度 13 5 9 3 2
月に 1 回程度 6 4 5 4 6
1 学期に 1 回程度 3 2 0 0 10
ほとんどなかった 3 13 9 18 8
この設問は前期と同じ内容である。ほぼ同じメンバーなので、ほぼ同じ結果が出てくるはずであるが、
大きくことなる箇所が 2つある。1 つは設問 1で、「週に 1回以上」、「月に 2～ 3回程度」、「月に 1回程度」
と回答した人数が、前期はそれぞれ、4、8、9名であるのに対し、後期はそれぞれ 2、13、6 名であった。
「月に 2～ 3回程度」と答えた人数の増加が目立つが、3つの数字を足すとどちらも合計が 21であり、「あ
る程度やっていた」という人数が約 20名であり、「ほとんどなかった」という人数が数名程度ということ
であろう。高等学校での実験に対しても、「ある程度やっていた」という人数が 10名程度、ほとんどなかっ
たという人数が 20名弱ということであろう。
もう一箇所の前後期で異なる箇所は、設問 2 で、前期の回答では、19 名が、「中学校では発表する授業
はほとんどなかった」と回答しているにもかかわらず、後期でそのような回答は 13 名に減っており、逆
に「ある程度やっていた」という回答が増えているのである。
回答を変更した学生を抽出して聞き取り調査を実施したいところであるが、無記名の調査であるため、
それができない。これは筆者の想像であるが、中学校時代に、実験の結果の解釈などの場面では、考えを
発表する授業が行われていたにも関わらず、学生達（その当時の生徒達）にとっては、最終的な正解が大
切であり、「発表する」ような授業があったという認識が薄かったが、「理科教育論」の授業に参加する中
で、思い出して（思い直して）きたのではないかと考える。
［理科教育論の授業について］
設問 　前期の理科教育論 1の授業について、それぞれについて、次のア～オの観点で 5段階で回答してく
ださい。
観点
ア　興味をもてたか
イ　積極的にとりくめたか
ウ　教職につく上で役にたちそうか
エ　一般教養として役にたちそうか
オ　もう少し深く学びたいか
5　大変そう思う
4　まあそう思う
3　どちらとも言えない
2　あまりそう思わない
1　ほとんどそう思わない
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表 4　回答集計結果（5段階の平均値）
ア イ ウ エ オ
学習指導要領 小・中・高の理科の比較 3.56 3.56 4.15 3.26 3.30 
理科の教材研究（授業の準備） 3.96 3.85 4.33 3.15 3.67 
授業の基本技術（導入・発問・板書など） 4.11 3.86 4.44 3.41 4.11
学力調査・国際学力調査 3.67 3.52 4.19 3.63 3.59 
実験・実習の安全指導 3.85 3.89 4.48 3.33 4.00
デモ実験アラカルト（デモ実験の紹介） 4.15 3.89 4.30 3.37 4.04
高校理科基礎科目の内容調査 3.37 3.59 3.70 2.93 3.11 
化学のデモ実験 4.15 4.00 4.27 3.27 3.77 
模擬授業（講義中心） 4.19 3.96 4.52 3.44 3.89 
学会・研究会の紹介 3.74 3.33 3.89 3.15 3.26 
理科教育の歴史・これからの理科教育 3.59 3.44 3.93 3.41 3.33 
＊平均値が 4.00 以上のものを太字で示した。
理科教育論 2（後期）の授業に対する学生のアンケート結果であるが、前期同様、5 段階での回答で平
均値が 4.00以上のものについて太字で示した（表 4）。この結果を見ると、「教職に就くうえで役に立つか」
という観点での評価は、前期同様多くが良好であり、教職科目の授業としては良い回答結果であったとい
えよう。
ただ、学生達の発表である「内容調査」の評価があまり高くなく、ややマンネリ感があったかもしれな
い。自由記述欄に、「内容調査はさらっと終わって、実験や模擬授業をもっとやりたかった。」と書かかれ
た学生の意見は、参考になる。「一般教養として役にたちそうか」という観点では、それほど評価は高く
ないのは、前期と同様である。
また、学会・研究会の紹介についても、あまり評価は高くなかった。最近、若年層は本を買わないだけ
でなく、学会や研究会にもあまり参加しないと言われるが、そのとおりの結果となっている。
そのような中で、学生たちによる模擬授業は、前期同様、比較的評価が高い。模擬授業に対して学生達
は、良いイメージを強く持っているようだ。
5　アンケート結果と中高で受けた授業との関連について
中学校・高等学校時代に受けた理科の授業に関する設問への回答と、理科教育論の授業についての設問
に対する回答との関連について、前期・後期それぞれについて調べた。これは、理科教育論の授業に対す
る学生達の受け止め方が、自分達の中学校・高等学校での経験によって、異なった傾向になるかどうかを
調べるために行ったものである。
アンケートの設問 1と設問 2への回答結果の関連を調べた。設問 1のア～オを 5～ 1の 5段階の数値に
置き換えた上で、設問 2の回答結果（同じく 5～ 1の 5段階）との間で、PEASON の相関係数を算出した。
サンプル数が少ないので、正確さは欠くと思われるが、ある程度の傾向はつかめるものと思われる。なお、
相関係数の算出は、表計算ソフトである「エクセル」の関数を用いた。
表 5 は、前期の理科教育論 1 の結果である。相関係数の絶対値が 0.3 以上の箇所を太字で示した。この
表を概観して気づくことは、中学校での生徒同士の話し合いの授業の経験が、理科教育論の多くの授業評
価と正の相関を示していることである。特に、学生が発表する「中学校理科の内容調査」や学生達自身が
話し合いをする「指導案の相互検討」について、比較的高い相関を示している。このことより、中学校の
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授業での「話し合い」の経験のある学生ほど、理科教育論の授業（特に発表したり話し合ったりする授業）
に対する評価が高くなる傾向があるといえよう。
これとは反対に負の相関が比較的高め（－ 0.2 を上回る程度）に出ているのは、中学校での実験の経験
の有無と、理科教育論の「実験指導（電気分解）」、「実験指導（ばね、でんぷん）」、「水質調査」との関連
である。これらの評価得点の平均は、4.0 を超えるものが多いのであるが、負の相関が出ている。すなわ
ち中学校で実験の経験がある学生にとっては、これらの理科教育論の実験・実習に関わる授業にたいする
評価は、あまり高くないということあろう。目新しさに欠けたということかもしれない。しかし逆に言え
表 5　 中学校・高等学校時代に受けた授業の経験と理科教育論 1 のアンケートへの回答との関係（PEASON
の相関係数）
本基の成構業授遷変の領要導指領要導指習学
オエウイアオエウイアオエウイア
.0-00.051.0-81.0-10.0-70.0-41.091.040.021.0）校学中（験経の験実 29 -0.24 -0.24 0.19 0.05 -0.03 
60.020.0-80.050.002.081.051.030.060.0-01.0）校学中（験経の表発 -0.11 -0.14 0.13 0.09 0.09 
話し合いの経験（中学校） 0.38 0.26 0.46 0.34 0.44 0.17 0.16 0.07 0.23 0.26 0.28 0.17 0.43 0.18 0.29 
実験の経験（高等学校） 0.14 0.15 -0.01 0.15 0.00 0.34 0.14 -0.04 -0.17 -0.04 -0.05 -0.22 0.15 0.28 0.08 
）んぷんで、ねば（導指験実）解分気電（導指験実査調容内の科理校学中
オエウイアオエウイアオエウイア
31.0-62.0-32.0-60.012.0-01.0-21.0-32.0-41.0-）校学中（験経の験実  0.00 -0.04 -0.26 -0.22 0.00 0.11 
50.0-90.010.062.041.021.0-61.0）校学中（験経の表発 0.34 0.19 0.25 0.02 -0.09 0.15 0.07 0.16 
話し合いの経験（中学校） 0.31 0.24 0.10 0.36 0.32 0.34 0.15 -0.05 0.12 0.13 0.18 -0.11 -0.13 0.19 0.09 
実験の経験（高等学校） -0.07 -0.10 0.01 0.11 -0.14 0.15 0.01 0.13 0.02 0.25 0.17 0.16 -0.06 -0.03 0.22 
討検互相の案導指方き書の案導指）査調質水（習実外野
オエウイアオエウイアオエウイア
02.0-32.0-50.0-）校学中（験経の験実 -0.30 -0.14 -0.06 -0.09 -0.12 -0.20 -0.05 0.06 -0.01 0.15 -0.15 0.06 
60.050.010.0-41.0-31.0-90.060.002.040.020.0）校学中（験経の表発  0.15 0.18 0.10 -0.05 0.16 
話し合いの経験（中学校） 0.29 -0.09 -0.12 0.07 0.16 0.39 0.38 0.40 0.23 0.30 0.40 0.42 0.48 0.34 0.33
実験の経験（高等学校） 0.02 0.02 -0.19 -0.11 0.04 0.10 0.28 -0.09 -0.05 0.27 0.22 0.18 0.18 -0.04 0.29 
表 6　 中学校・高等学校時代に受けた授業の経験と理科教育論 2 のアンケートへの回答との関係（PEASON
の相関係数）
）どな書板・問発・入導（術技本基の業授）備準の業授（究研材教の科理較比の高・中・小領要導指習学
オエウイアオエウイアオエウイア
41.0-21.0-40.0-00.012.0-22.0-50.0-）校学中（験経の験実 -0.35 -0.19 -0.28 -0.20 -0.18 -0.35 -0.11 -0.14 
62.0-）校学中（験経の表発 -0.33 -0.17 -0.29 -0.40 -0.33 -0.35 -0.13 -0.17 -0.41 -0.25 -0.23 0.14 -0.10 -0.21 
40.052.022.090.070.070.031.091.090.010.0-）校学中（験経のい合し話  0.05 0.13 0.29 0.28 0.11 
2.0-70.0-70.0-60.0-71.040.0-30.0-70.0-81.0-）校学等高（験経の験実 2 0.15 0.05 -0.05 -0.29 -0.39 0.13 
）介紹（トルカラア験実モデ導指全安の習実・験実査調力学際国・査調力学
オエウイアオエウイアオエウイア
実験の経験（中学校） -0.34 -0.19 -0.19 -0.14 0.05 -0.17 -0.31 -0.23 0.04 -0.08 -0.26 -0.11 -0.26 -0.27 -0.18 
発表の経験（中学校） -0.32 -0.17 0.13 -0.14 -0.23 -0.38 -0.45 -0.14 -0.06 -0.46 -0.42 -0.07 -0.21 -0.13 -0.34
-31.090.060.0-50.0-70.0-52.040.051.071.0-）校学中（験経のい合し話 0.11 -0.14 0.07 0.01 0.19 -0.18 
21.0-41.0-10.0-82.080.0-90.0-01.0-52.0-）校学等高（験経の験実 -0.33 -0.12 0.01 -0.02 0.07 -0.16 0.07 
）心中義講（業授擬模験実モデの学化査調容内の目科礎基科理校高
オエウイアオエウイアオエウイア
00.010.0-80.0-41.0-71.0）校学中（験経の験実 -0.36 -0.61 -0.40 -0.43 -0.52 -0.39 -0.37 -0.43 -0.20 -0.28 
71.0-）校学中（験経の表発 -0.33 0.07 -0.26 -0.16 -0.29 -0.29 -0.20 -0.21 -0.47 -0.29 -0.22 -0.36 -0.13 -0.43
30.0-12.0-62.0-62.0-51.091.072.041.081.0）校学中（験経のい合し話 -0.36 -0.06 0.09 0.10 0.20 -0.04 
080.0-71.072.0-01.0-32.080.0-51.030.001.0-）校学等高（験経の験実 .08 -0.23 -0.07 -0.20 -0.17 0.16 
育教科理のらからこ・史歴の育教科理介紹の会究研・会学
オエウイアオエウイア
21.060.050.0-20.080.070.080.041.0-10.030.0-）校学中（験経の験実
61.000.052.070.050.020.0-50.042.001.060.0-）校学中（験経の表発
22.0）校学中（験経のい合し話 0.32 0.16 0.37 0.11 0.20 0.28 0.35 0.28 0.25 
81.050.061.0-80.092.021.0-21.0-60.0-80.0）校学等高（験経の験実 0.40
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ば、経験のない学生達にとっては評価が高かったということでもあり、このあたりどのように考えたらよ
いか悩むところである。
表 6 は、後期の理科教育論 2 の結果である。前期同様、相関係数の絶対値が 0.3 以上の箇所を太字で示
した。後期に関しては、なぜか負の相関が目立つ。「化学のデモ実験」が中学校での実験の経験の有無と
負の相関があるのは、前期の実験関係と似たような解釈があてはまるかと思うが、発表の経験の有無と「理
科の教材研究」、「実験・実習の安全指導」との間に負の相関が比較的大きく見られることに関しては、そ
の原因はこれだけの調査結果からはよくわからない。すでに中学校・高等学校時代に、「実験・観察」、「発
表」、「話し合い」などの経験があり、後期は前期よりもレベルの高いことを期待していたのかもしれない。
6　おわりに
前期の理科教育論 1は中学校の指導内容に重点を置き、後期の理科教育論 2は、高等学校の指導内容に
重点をおいて指導をした。したがって、前期の模擬授業は、生徒実験を中心としたスタイルで実施し、後
期はデモ実験や映像教材を積極的に取り入れることを目指した講義スタイルの模擬授業を実施した。
2017 年度、後期の授業を実施している期間中に残念なことがあった。「教員の仕事がハードで過労死ラ
インを超える教員が多い」というマスコミ報道がなされた後に、履修を取りやめる学生が複数いたことで
ある。最後の方の授業では、教員の仕事のよいところについて話し、今の仕事の多さに関しては、教員達
自身が主体的に取り組んで変えて行かねばならないという話をした。
参考文献
1）　中学校学習指導要領解説　理科編　文部科学省　（2008）
2）　中学校学習指導要領解説　理科編　文部科学省  （2017）
3）　高等学校学習指導要領解説　理科編　理数編　文部科学省　（2009）
4）　畑中 忠雄 「四訂 若い先生のための理科教育概論」東洋館出版社 （2018） 
5）　濱中 正男 「理科授業の理論と指導案作成の演習」授業構成研究会　（2014）
6）　大高 泉編著「新しい学びを拓く理科授業の理論と実践」ミネルヴァ書房　（2013）
7）　中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」（2012）
8）　杉森 公一　「大学教育と学生を繋ぎ、結ぶアクティブラーニング－大学での実践事例から」
　　化学と教育 7月号  p.328　（2016） 
9）　溝上 慎一　「アクティブーラーニングの基礎的理解」　指導と評価 10月号 p.21 （2015）
10）　八木 圭一　「小中高の教科書からひろがるアクティブ・ラーニング」
　　 化学と教育 7月号 p.320  （2016）
11）　川村 康文  「理科指導の実践力を高める理科教員養成のメソッドについての一考察」
　　 －川村メソッド－　東京理科大学教職教育研究　第 1号 p.101  （2016）
12）　柳澤 秀樹 他「生徒主導型実験の実践」理科教育学会第 65回全国大会論文集 p.297 
　　 日本理科教育学会　（2015）
13）　学習指導の基礎技術　筑波大学附属中学校編著　東洋館出版（2015）
14）　日本理科教育史　板倉聖宣　仮説社（2009）
15）　荘司隆一　「理科の教職志望の学生を対象とした実践的な指導力を高めるための試み」
　　 東京理科大学教職教育研究　第 3号 p.161（2018）
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資料
2017年度「理科教育論」アンケート調査
　このアンケート調査は、「理科教育論」の授業を計画する際に、参考にするものです。回答の内容は
成績には関係ありません。また、回答の集計結果は、研究の資料として公表することがありますが、
個人が特定されることはないようにしますので、正直に答えてください。
［中学校の理科に関して］
　自分が受けた中学校の理科について答えてください。
1　中学校では、実験・観察（生徒実験）はどのくらいありましたか。
　ア　週に 1回以上
　イ　月に 2～ 3回程度
　ウ　月に 1回程度
　エ　1学期に 1回程度
　オ　ほとんどなかった
2 　中学校では、実験・観察（生徒実験）の結果や調べたこと、考えたことなどを発表する授業は、ど
のくらいありましたか。
　ア　週に 1回以上
　イ　月に 2～ 3回程度
　ウ　月に 1回程度
　エ　1学期に 1回程度
　オ　ほとんどなかった
3　中学校では、グループの中で話し合いをするような授業は、どのくらいありましたか。
　ア　週に 1回以上
　イ　月に 2～ 3回程度
　ウ　月に 1回程度
　エ　1学期に 1回程度
　オ　ほとんどなかった
4　中学校では、クラス全体で話し合いをするような授業は、どのくらいありましたか。
　ア　週に 1回以上
　イ　月に 2～ 3回程度
　ウ　月に 1回程度
　エ　1学期に 1回程度
　オ　ほとんどなかった
［高校の理科にして］
　高校で受けた理科の授業について答えてください。
1　高校で選択した科目を選んでください。
　理科総合 A（主に物理と化学の内容）　　理科総合 B（主に生物と地学の内容の科目）　　
　物理Ⅰ　　物理Ⅱ　　　　化学Ⅰ　　化学Ⅱ
　生物Ⅰ　　生物Ⅱ　　　　地学Ⅰ　　地学Ⅱ
　物理（ⅠかⅡかわからないが‥）
　化学（ⅠかⅡかわからないが‥）
　生物（ⅠかⅡかわからないが‥）
　地学（ⅠかⅡかわからないが‥）
　その他（　　　　　　　　　　　　）
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2　高校で選択した理科の授業では、実験・観察（生徒実験）はどのくらいありましたか。
　ア　週に 1回以上
　イ　月に 2～ 3回程度
　ウ　月に 1回程度
　エ　1学期に 1回程度
　オ　ほとんどなかった
3　大学入試センター試験で選択した理科に関する科目を挙げてください。
　（　　　　　　　　　　　）
4　国公立大学の二次試験で選択した理科に関する科目を挙げてください。
　（　　　　　　　　　　　）
［進路希望について］　
1　大学卒業（大学院終了）後の進路希望について、次の中から選んでください。
　ア　高校教員　　イ　中学校教員　　ウ　その他　　エ　未定
　
［理科教育論の授業について］
1　前期の理科教育論の授業について、それぞれについて、次の観点で 5段階で回答してください。
観点
　ア　興味をもてたか
　イ　積極的にとりくめたか
　ウ　教職につく上で役にたちそうか
　エ　一般教養として役にたちそうか
　オ　もう少し深く学びたいか
　5　大変そう思う　　4　まあそう思う　　3　どちらとも言えない
　2　あまりそう思わない　　1　ほとんどそう思わない
ア イ ウ エ オ
学習指導要領　小・中・高の理科の比較
理科の教材研究（授業の準備）
授業の基本技術（導入・発問・板書など）
学力調査・国際学力調査
実験・実習の安全指導
デモ実験アラカルト（デモ実験の紹介）
高校理科基礎科目の内容調査
化学のデモ実験
模擬授業（講義中心）
学会・研究会の紹介
理科教育の歴史・これからの理科教育
2　理科教育論 1、2を通じての感想・意見などがあれば書いてください。
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